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中間評価報告書  
 

1  中間評価の目的  
奥出雲町バイオマス産業都市構想の地域に選定されてから 5 年が経

過したことから、本構想に掲げたバイオマスの利活用目標の進捗状況を

整理し、必要に応じて目標や取組内容を見直すことを目的に、中間報告

を実施する。  
 

2  取組の進捗状況  
(1)  バイオマスの利活用状況  

区分  
賦存

量  

利用量 (t)  利用率  
策

定

時  
目標  26 27 28 29 30 目標  

中間  
評価  
時  

木材  
収集  

13,696 0 4,455 271 322 380 410 185 32.5% 1.4% 

チップ  
加工  

12,297 0 4,009 244 290 342 369 166 32.6% 1.4% 

燃焼用

チップ  
2,178 0 1,010 284 338 398 429 194 46.4% 8.9% 

炭素材  6,454 0 1,844 0 0 0 0 0 28.6% 0.0% 
ペレッ

ト・薪

等  
68 0 47 0 0 0 0 0 69.1% 0.0% 
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(2)  取組の進捗状況  
ア . 具体的な取り組みの内容の進捗状況と課題  

 
 

取組項目  取組内容  進捗状況  課題  
森 林 計 画 ・

作業路整備  
事業主体：奥出雲町  
事業概要：木質バイオ

マスの搬出作業路を含

めた林道整備を行う  
使用技術：路網整備  
【計画（ 5 年目時点）】  
作業道整備 200km 

進捗なし  
 

現段階において、

炭素材の代替案の

目途が立っておら

ず、搬出後の利用

先が限定的である

ため、敷設による

効 果 が 見 込 め な

い。  
木 質 の 収 集

作業  
事業主体：奥出雲町、

森林組合、建設業者等  
事業概要：木質バイオ

マス収集に要するコス

トダウンの方策を講じ

る  
使用技術：木質バイオ

マス収集に要するコス

トダウン化  
【計画（ 5 年目時点）】  
木材収集 20,000t/年  

原木で通算  
7,040t を供給  
 
 
H30 年度  
830t/年  

自伐林家による搬

出量は毎年一定量

の搬出がある。今

後、収集量を上げ

ていく場合には、

森林組合や建設業

者等による木材収

集システムを確立

する必要がある。  
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取組項目  取組内容  進捗状況  課題  
集 積 ・ 加 工

場  
事業主体：奥出雲町、

民間事業者等  
事業概要：木質バイオ

マス集積・加工場の新

設地の検討及び業務内

容の検討  
使用技術：木質チップ

製造  
【計画（ 5 年目時点）】  
①加工場整備・職員採

用 20 名  
② 燃 焼 用 チ ッ プ 生 産

3,000t/年  
③ 加 熱 処 理 品 生 産

4,000t/年  

通 算林 地 残 材

7,040t を原材

料とし 6,335t
の チッ プ を 供

給  
6,335 ｔ の チ

ッ プを 原 料 に

4,879 ｔ の 燃

料 用チ ッ プ を

供給  
 
炭素材は 0t 
 
H30 年度  
① 0 名  
② 575t/年  
③ 0t/年  

炭素材に代わる木

質バイオマスの代

替案の策定の目途

が立っていない。  

加 熱 な ど の

1 次加 工 設

備  

事業主体：奥出雲町、

民間事業者等  
事業概要：加熱処理施

設の検討・整備を行う  
【計画（ 5 年目時点）】  
小 ~中 規 模 生 産 設 備 の

設置稼働  

進捗なし  
 

加工後の利用先が

未定である。  

（ 商 品 ） 定

常的供給先  
事業主体：奥出雲町  
事業概要：地域内公共

施設へ木質チップボイ

ラーを導入する  
使用技術：熱利用（ボ

イラ導入）  
【計画（ 5 年目時点）】  
小 ~中 規 模 の 各 種 加 熱

処理品の提供  

既 存ボ イ ラ ー

（ 2 ヶ所）へ  
の供給  
 

既設のボイラーへ

の供給は行ってい

る。しかし、新た

な設備の設置は行

われていない。  
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取組項目  取組内容  進捗状況  課題  
商品開拓  実施主体：奥出雲町、

民間事業者  
事業概要：木質バイオ

マスを活用した新商品

の有用性を高め、販路

開拓を行う  
使用技術：マテリアル

利用（木質バイオマス

を活用した加熱処理製

品製造）  
【計画（ 5 年目時点）】  
加熱処理品の需要先拡

大のための検討継続  

進捗なし  炭素材に代わる木

質バイオマスの代

替案の策定の目途

が立っていない。  

森林の監視  事業主体：奥出雲町、

委員会、民間グループ  
事業概要：良質な木質

バ イ オ マ ス 確 保 の た

め、監視体制を整備す

る  
使用技術：良質な木質

バイオマス確保のため

の監視体制整備  
【計画（ 5 年目時点）】  
森林監視委員会の活動  
山の監視グループの活

動  

進捗なし  炭素材の代替案の

目途が立っておら

ず、搬出量拡大に

向けた活動が行え

ていない。  
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イ . 取組工程の進捗状況  
 

取組項目  26 27 28 29 30 
森林計画・作業

路整備  
計画  準備  ⇒  ⇒  着手  ⇒  
実績  進捗なし  

木質の収集作業  
計画  

要件明

確化  
基準決

定  
搬出  ⇒  ⇒  

実績   
熱利用

分供給  
⇒  ⇒  ⇒  

集積・加工場  計画  検討  ⇒  ⇒  ⇒  整備  
実績  熱利用  ⇒  ⇒  ⇒  ⇒  

加熱などの 1 次

加工設備  
計画  

詳細検

討  

小中規

模生産

設備設

置  

⇒  

運転  
 

大型施

設検討  

⇒  

実績  進捗なし  
（商品）定常的

供給先  
計画  開拓  

小中規

模加熱

処理品

の提供  

⇒  ⇒  ⇒  

実績  進捗なし  
商品開拓  計画  調査  検討  ⇒  ⇒  ⇒  

実績  進捗なし  
森林の監視  

計画  
委員会

設立  
委員会

活動  
監視  ⇒  ⇒  

実績  進捗なし  
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3  計画見直しの必要性  
 

取組項目  (1)課題への対応  (2)計画見直しの必要性  
森林計画・作業

路整備  
炭素材の代替案の検討  
・バイオマスガス化の検

討（Ｈ２７）  
バイオマスガス化につい

て検討し、先進地視察等

により検討を行ったが、

技術的な課題が解消され

ておらず時期尚早と判断

した。  
・バイオマス発電施設の

誘致（Ｒ１）  
町内での誘致について企

業からの提案があり、仁

多郡森林組合の協力等に

つ い て も 調 整 を 行 っ た

が、中国電力から系統連

携不可の回答により町内

誘致を断念。ただし、森

林組合との調整で、近隣

に立地した場合の素材出

荷については可能である

との回答。  
・セルロースナノファイ

バーの検討（Ｒ２）  
木質のマテリアル利用に

ついて、最新技術である

セルロースナノファイバ

ーについて、代替案とな

りうるか検討中。  
県内（江津市）に日本製

紙㈱が食品・化粧品向け

当初計画の主要な部分で

ある炭素材の実用化が困

難な状況であり、実施可

能な代替案も現在の所、

見つかっていない。  
代替案については、課題

があり断念した計画もあ

るが、検討中の案件もあ

るため、今後の可能性に

つ い て 引 き 続 き 検 討 す

る。  
マテリアル利用が進まな

ければ、木質バイオマス

の利用について進展は考

えにくく、そのような状

況下で木質バイオマスの

供給量をさらに進めるこ

とは難しいと考える。  
しかも、町内の資源量の

把握や方向性についても

不明確な状況の中、代替

案や実施可能な計画につ

いて検討をすることは難

し い 状 況 で あ る こ と か

ら、計画変更を行うには

数年の時間を要すると考

える。  
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の工場を建設し平成２９

年度より稼働中。  
町内の山林資源量の把握

のため、令和２年度レー

ザ計測を実施し町内全域

を計測する。（解析には数

年を要する）  
木 質 の 収 集 作

業  
「おろちの深山プロジェ

クト」の普及・一人当た

りの搬出量の増加のため

技術習得の研修の開催を

促す。また、高性能林業

機械の導入支援の検討。  

林業従事者の減少に伴い

保育（間伐）を含む山林

の管理すら難しい状況に

なっている。山林の管理

を容易にするためには林

業専用道等、路網の整備

を行い効率的な運営を行

う必要がある。  
集積・加工場  木質チップ加工施設にお

いて、一部コンベア部分

が建物外にあるため、チ

ップの含水率が安定して

いない。建物を増設する

必要がある。  

町内施設の加熱ボイラー

設置が進んでいないこと

から、引き続き関係部署

と 設 置 に 向 け 協 議 を 行

う。  

加 熱 な ど の 1
次加工設備  

炭素材の利用計画の見直

しに伴い、施設設備につ

いても検討する必要が生

じた。  

木質マテリアルの新たな

利用方法により施設整備

を行う必要があるため、

現在の所、加工設備の建

設等ができない状況であ

る。  
（商品）定常的

供給先  
木質チップについて、町

内温泉施設３施設中２施

設について使用を行って

いる。残りの１施設につ

いて、関係部署と協議を

行っている。  

木質チップの使用につて

現在供給先の２施設につ

いて、含水率が高いため

故障及び熱量が上がらな

い状況があり、他の施設

への利用については、慎
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重 に 検 討 す る 必 要 が あ

る。  
商品開拓  バイオマス発電事業につ

いて検討を行ったが、系

統連携に余裕が無く発電

関係への移行は難しい状

況となった。  
そこて、マテリアル利用

としてセルロースナノフ

ァイバーについて検討す

る。  

バイオマス発電につては

系統連携に余裕がなく、

計画を遂行することは厳

しい状況であるため、セ

ルロースナノファイバー

に て 検 討 す る こ と と し

た。しかし、本町におけ

る情報が少ないため、今

後、情報の収集等が必要

となる。  
森林の監視  炭素材の代替案の目途が

立っていないため、必要

量や樹種、規格等に向け

た活動が行えていないこ

とから、代替案の検討を

早急に行う必要がある。  

代替案を基に必要量や樹

種、規格等について検討

する必要がある。  

 
 
森林計画・作業路整備  
 R01 R02 R03 R04 R05 
改善策の検討   代替案の検討  

目標値の再検討 
  

計画変更  
手続き  

   変更手続き  

 
 
木質の収集作業  
 R01 R02 R03 R04 R05 
改善策の検討       

計画変更  
手続き  

   変更手続き  
路網計画の策定  

収集計画の再検討  
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集積・加工場  
 R01 R02 R03 R04 R05 
改 善 策 の

検討  
 代替案の検討  

目標値の再検討 
  

計 画 変 更

手続き  
   変更手続き  

 
 
加熱などの 1 次加工設備  
 R01 R02 R03 R04 R05 
改 善 策 の

検討  
 代替案の検討  

目標値の再検討 
  

計 画 変 更

手続き  
   変更手続き  

 
 
（商品）定常的供給先  
 R01 R02 R03 R04 R05 
改 善 策 の

検討  
     

計 画 変 更

手続き  
   変更手続   

 
 
商品開拓  
 R01 R02 R03 R04 R05 
改 善 策 の

検討  
     

計 画 変 更

手続き  
   変更手続   

 
 
 

代替案及び供給先の再検討  
供給量及び目標値設定  

代替案検討  

商品の検討開発  
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森林の監視  
 R01 R02 R03 R04 R05 
改 善 策 の

検討  
     

計 画 変 更

手続き  
   変更手続   

 
 
  (3) 今後の方針  

 本町のバイオマス産業都市構想は、「エネルギー」、「環境」、「地

域振興」における課題解決のため、町内の豊富な森林資源を有効活

用し、経済性を高め、循環型の林業体系を構築することで中山間地

域が抱える問題解決を行うこととしている。  
しかし、当初計画では町内森林資源量の把握が曖昧な状況である

ことから、令和２年度に航空レーザ計測を実施し、令和４年度を目

途に町全体の資源量の把握を行うこととした。  
これにより、代替案等に必要な資源調達の実効性が確認できるよ

うになる。  
また、資源量の結果によっては、マテリアル利用の代替案につい

て、計画の取り下げを検討する必要も生じる。  
 

代替案検討  
体制等の検討  


